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	利用者統計


	利用実績が月１回の頻度で自動通商システム(ACS)利用者に自動的に提供される。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 O1/2/3 (出力)








UST‑3

地区/通関地毎に、前月、今月及び当会計年度の初めから今日までの、納税申告量及びシステム性能統計を申告者に提供する必須の利用実績出力ﾚｺｰﾄﾞ
利用者統計
提出された納税申告については、利用者の利用実績が合衆国・税関国境警備局(CBP)の各地区/通関地毎に提供される。例えば、もし、利用者がお客様の通関申告をフィラデルフィア及びボルティモアで提出するなら、利用者はフィラデルフィアとボルティモア両方の統計記録を受け取る。
利用実績は蓄積され、かつ、毎月第一就業日に公開される。
入力：利用者統計の入力ﾚｺｰﾄﾞはない。
出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子O1/2/3は必須の利用者統計ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは3回繰り返される。１番目のﾚｺｰﾄﾞは今月の実績から成る（ﾚｺｰﾄﾞの種別コード１）。２番目のﾚｺｰﾄﾞは前月の実績から成り（ﾚｺｰﾄﾞの種別コード２）、３番目のﾚｺｰﾄﾞは当会計年度の初めから今日（現在）までの実績から成る（ﾚｺｰﾄﾞの種別コード３）。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B中の適用業務識別子はOR である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01/2/3 (出力)
これは既定の申告先通関地毎に、納税申告量及びシステム性能統計を各申告者に提供する必須の利用実績出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ここに含まれるﾃﾞｰﾀは今月、前月の情報及び当会計年度の初めから今日（現在）までの累積情報を反映している。
実績は、CBPに提出されたもの及びABIを通じて提出されたもの、それぞれの納税申告量総計、並びにABIに適格する納税申告量の総計に比べた［に対する］提出された適格なABI納税申告の割合を示している。
また、ABIを通じて提出されたABI納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの総数も含まれる。この数字には納税申告の追加、削除及び置換ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを含める。
ABIｼｽﾃﾑ拒否率ﾊﾟｰｾﾝﾄが提供される。この数字は、ABIを通じて提出された納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの総数に比べた［に対する］ABIｼｽﾃﾑ拒否された納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの数から導き出される。警告ﾒｯｾｰｼﾞを生成する納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝはｼｽﾃﾑ拒否と見なされない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01/2/3 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置
（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にOに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	ﾚｺｰﾄﾞ形式を表す符号。ﾚｺｰﾄﾞ形式符号は次の順序で提示され、それらは：
1 = 今月
2 = 前月
3 =当会計年度の初めから今日まで
	

	地区/通関地符号
	4N
	3‑6
	M
	当該納税申告が提出された地区/通関地符号を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	納税申告量(正式) 
	7N
	7‑13
	M
	CBPに提出された正式納税申告の量。

	

	納税申告量(略式)
	7N
	14‑20
	M
	CBPに提出された略式納税申告の量。
	

	納税申告量総計

	8N
	21‑28
	M
	CBPに提出された正式及び略式納税申告の総計。
	

	ABI納税申告量総計
	8N
	29‑36
	M
	ABI経由で提出された正式及び略式納税申告の総計。
	

	ABIに適格する正式納税申告量ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	3N
	37‑39
	M
	提出された正式納税申告総計に比べた［に対する］ABIが受け入れることができているところの提出された正式納税申告の割合。
	

	ABIに適格する略式納税申告量ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	3N
	40‑42
	M
	提出された略式納税申告総計に比べた［に対する］ABIが受け入れることができているところの提出された略式納税申告の割合。
	

	ABI送信（済み）中の正式納税申告ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	3N
	43‑45
	M
	ABI申告に適格であったものの総計に比べた［に対する］ABI経由で提出された正式納税申告の割合。
	

	性能警告フラグ
	1AN
	46
	C
	本ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞのｱｽﾃﾘｽｸ(*)は、ABIを通じて提出された量が許容性能基準を下回ること（ABI申告の90%未満）を指す。 そうでなければ、それは空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めされる。
	

	ABI送信（済み）中の適格な略式納税申告ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	3N
	47‑49
	M
	ABI申告（追加、置換、及び削除を含む）に適格であったものの総計と比較したABI経由で提出された略式納税申告の割合。
	

	性能警告フラグ
	1AN
	50
	C
	本ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞのｱｽﾃﾘｽｸ(*)は、ABIを通じて提出された量が許容性能基準を下回ること（ABI申告の90%未満）を指す。 そうでなければ、それは空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めされる。
	

	ABI納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ総計


	8N
	51‑58
	M
	ABIを通じて送られる納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ（追加、置換、及び削除 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを含む）の総計。
	

	ABI納税申告　　ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝのｼｽﾃﾑ拒否ﾊﾟｰｾﾝﾄ


	3N
	59‑61
	M
	ABI納税申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ（追加、置換、及び削除ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを含む）の総数に比べた［に対する］ｼｽﾃﾑ拒否（数）の割合。警告メッセージを含めない。
	

	性能警告フラグ
	1AN
	62
	C
	本ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞのｱｽﾃﾘｽｸ(*)は、ｼｽﾃﾑ拒否総計が許容水準を超えていること（拒否率10%を超える）を指す。 そうでなければ、それは空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めされる。
	

	性能警告ﾒｯｾｰｼﾞ

	17A
	63‑79
	C
	もし、46, 50 及び/又は 62桁がｱｽﾃﾘｽｸ(*)から成るなら、ﾒｯｾｰｼﾞ「性能警告」がｼｽﾃﾑ生成される。本ﾒｯｾｰｼﾞを受信した場合、貴方の(CBP)相談窓口担当官に連絡すること。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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